
般
舟
三
昧

と
浮
土
敏

(
色

井
)

般
舟
三
昧
と
浮
土
教

色

井

秀

譲

般
舟
三
昧
と
浄
土
教
と
の
關
係
は
、
既
に
最
古
の
般
舟
三
味
経
に
見

出
さ
れ
る
。
昨
年
獲
表
し
た
よ
う
に
諸
異
本
中

一
巻
本
が
最
古

の
成
立

で
あ
る
が
A
そ
の
行
品
に
、
諸
佛
の
現
在
前
立
を
具
ハ艦
的
に
示
す

三
事

例
と
し
て
の
阿
彌
陀
佛
の
現
前
と
、
そ
の
佛
國

へ
の
往
生
が
説
示
さ
れ

て
お
り
、

こ
の
こ
と
は
何
ら
か
の
形
で
阿
彌
陀
佛
経
典
が
存
在
し
て
い

た
こ
と
を
物
語

つ
て
い
る
o
そ
し
て
そ
れ
に
二

心
念
レ之

三
日

一
夜
若

七
日
七
夜
、
過
二七
日
一
已
後
見
レ
之
」
と
あ
る
の
が
阿
彌
陀
経
に
類
似

し
て

い
る
と
し
、
こ
れ
に
よ

つ
て
小
経
は
般
舟
三
昧
経
の
影
響
を
受
け

(
1
)

て
成

立
し
た
と
す
る
説
が
あ
る
。
小
経
の

「聞
読
阿
彌
陀
佛
執
持
名
號

若

一
日
乃
至

一
心
不
齪
」
は
般
舟
三
昧
の
實
践
で
あ
り
、
來
迎
を
現
在

其
前

p
u
rd
td
 
sth
asy
d
ti
と
示
し
て
い
る
の
は
般
舟
三
昧
的
表
現
で

あ
つ
て
、
小
経
に
お
け
る
般
舟
三
昧
の
影
響
は
否
定
で
き
な
い
が
、
小

(
2
)

経
に
は
他
に
諸
佛
崇
拝
思
想
、
悲
華
経
思
想
の
影
響
も
あ
る
か
ら
、
大

経

の
原
型
を
な
す
程
古

い
成
立
で
は
な
い
。
そ
れ
故
に
古
い
形
の
般
舟

三
昧
経

と
浮
土
敬
と
の
關
連
を
探
る
に
は
、
大
経

の
各
異
本
を
検
討
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

現
存
の
大
経
各
異
本
の
成
立
の
先
後
に
つ
い
て
私
は
、
大
阿
彌
陀
経
・

平
等
囁
経
は
古

い
形
、
無
量
壽
如
來
會

・
無
量
壽
荘
嚴
経

・
梵
本
は
新

し
い
形
、
無
量
壽
経
は
古
形
か
ら
新
形
に
移
る
中
間
の
形
馬
古
形
の
中

で
は
大
阿
が
古
く
、
新
形
の
中
で
は
如
來
會
最
も
古
く
、
荘
嚴
経
は
多

(
3
)

少
系
統

の
違
う

三
本
で
最
も
新
し
い
、
と
い
う
見
解
を
と
つ
て
い
る
。

こ
れ
に
は
色

々
問
題
が
あ
り
、
特
に
壽
経
と
荘
嚴
経
と
の
位
置
に
つ
い

(
4
)

て
は
相
反
す
る
説
も
あ
る
が
、
大
阿
が
最
古
で
あ
る
こ
と
は

三
般
の
認

め
る
所
で
あ
る
。

大
経
各
異
本
に
つ
い
て
般
舟
三
昧
思
想
を
探
る
目
安
と
な
る
の
は
、

生
因
本
願
文
と
三
輩
往
生
文
、
特
に
そ
の
來
迎
に
關
す
る
記
述
で
あ
る
。

來
迎
は
臨
終
と
い
う
特
殊
な
時
限
に
お
け
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
行
者

と
佛
と
の
封
面
、
印
ち
般
舟
三
昧
の
完
成
で
あ
る
。
然
る
に
生
因
本
願

と
三
輩
往
生
文
と
の
間
に
は
他
の
願
文
と
成
就
文
と
に
お
け
る
以
上
に

践
行
の
存
す
る
場
合
が
あ
り
、
生
因
本
願
に

つ
い
て
も
ま
た
三二
輩
の
分

(
4
)

別
に
つ
い
て
も
、
種
々
問
題
が
あ
る
が
、

三
切
省
暑
し
て
當
面
の
問
題

に
絞

つ
て
お
く
。
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願

文

と
三
輩

文

で
願

生

に
關

す

る

も

の

を

(
A
)
、
今

世

の
見

佛

を

(
B
)
、
臨
終

様

相

を

(
C
)
と

し

て
抽

出

し

て
み

よ

う
。

ま
ず

大

阿
彌

陀

経

で

は
、

第

七

願

と

上
輩

と
が

封

鷹

し

て
左

表

の
通

り

で

あ

る
。

(
A
)

〔願
〕
崎

一
心
念
欲
レ
生
二
我
國

一
書

夜
不
二
断
絶
。

〔輩
〕
11
至
誠
願
欲

レ
生
二
阿
彌
陀
佛
國
ツ
常
念
至
心
不
二断

絶
幻

(
B
)

〔願
〕
1ー
ナ
シ

〔輩
〕
11
於
ニ
今
世
求

レ
道
時

一印
自
然
於
ニ
臥
止
夢
中
一

見

二阿
彌
陀
佛
及
諸
菩
薩
阿
羅
漠
。

(
C
)

〔願
〕
崎
我
印
與
ニ
諸
菩
薩
阿
羅
漢

一共
飛
行
迎
レ
之
。

〔輩
〕
11
阿
彌
陀

佛
印
自
與

ニ諸
菩
薩
阿
羅
漢
↓
共
翻
輩
飛

行
迎
レ
之
。

第

六

願

と
中

輩

と
が

封
慮

し

て
左

表

の
通

り
、

(
A
)

〔願
〕
11

三
心
念
レ
我
書
夜

三
日
不

ニ断

絶
。

〔輩
〕
11
欲
レ往
コ
生
阿
彌
陀

國

二

日

一
夜
不
ニ
断
絶
。

(
B
)

〔願
〕
崎
ナ
シ

〔輩
〕
11
於
二
今
世

一亦
復
於
二
臥
止
夢
中

一
見
ニ
阿
彌
陀

佛
一
。

(
C
)

〔願
〕
崎
ナ
シ

〔輩
〕
11
阿
彌
陀
郎

化
令
三
其
人
目
自
見
二
阿
彌
陀
佛
及

其
國
土
。

第

五
願

と

下
輩

が
封

鷹

し

て

左

の
通

り

で
あ

る
。

(
A
)

〔願
〕
11
願
欲
レ
生
二
我
國

一不
二
断
絶
。

〔輩
〕
崎

一
心
念
欲
レ往
コ
生
阿
彌

陀
佛
國

一書
夜
十

日
不
ニ
断
絶
一
、

(
C
)

〔願
〕
1ー
ナ
シ

〔輩
〕
崎
阿
彌
陀

佛
印
令

下
其
人
於
ニ
臥
止
夢
中
一見
中
阿

彌
陀
佛

土
。

而

し

て
願

文
、

三

輩

共

に

こ
れ

に
先

立

つ
て

三
般

的

な
諸

行

作
善

を

出

し

て

い
る
。

こ
れ

を

三
見

す

る

に
、

諸

行

作

善
、

一
心
常

念
、

夢

中

見
佛
と
あ
つ
て
、

こ
こ
に
般
舟
三
昧
が
顔
を
出
し
て
い
る
か
の
よ
う
で

あ
る
。
然
し
そ
の

一
心
常
念
は
殆
ん
ど
欲
生
佛
國
に
つ
い
て
で
あ
つ
て

佛
に
封
し
て
で
な
い
。
又
夢
中
見
佛
、
化
佛

の
見
佛
は
、
般
舟
三
昧
経

に
佛
と
の
封
面
を
夢
中
の
所
見
に
響
え
て
は

い
る
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま

で
響
喩
で
、
所
期
は
眞
佛
封
面
で
あ
る
。
夢

中
見
佛
の
如
き
は
般
舟
三

昧
思
想
な
く
し
て
も
期
待
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
眞
佛
封

面
の
臨
終
來
迎
を
説
く
に
當

つ
て
、
翻
輩
飛
行
迎
之
と
文
字
通
り
來
迎

の
表
現
を
用
い
て
い
て
、
小
経
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
現
前
で
は
な
い
。

そ
れ
故
に
大
阿
彌
陀
経
に
お
い
て
は
、

い
ま
だ
般
舟
三
昧
的
な
も
の
は

見
出
さ
れ
な
い
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
つ
と
も
そ
れ
を
受
容
す

る
素
地
の
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

平
等
畳
経
で
は
因
願
文
と
成
就
文
と
の
間
に
破
行
が
あ
り
、
第
十
八

願

と
上
輩
、
第
十
九
願
と
下
輩
が
封
鷹
し
、
中
輩
に
封
鷹
す
る
因
願
は

な
い
。
そ
の
三
輩
文
は
大
阿
と
同
じ
で
あ
り
、
第
十
八
願
は

(
A
)
が

「
常
念
レ我
浮
コ
潔
心
一」
、
(
B
)
が
嵌
、
(
C
)
が

「我
與
二不
可
計
比
丘

衆
一飛
行
迎
レ之
共
在
レ
前
立
」
、
第
十
九
願
は

(
A
)
が

「
欲
レ來
コ
生
我

國
二
、
(
B
)(
C
)
が
鉄
、

と
な
つ
て
い
る
。
.
第
十
八
願
に
飛
行
と
共
に

前
立
の
表
現
を
用
い
で
、

僅
か
な
が
ら
般
舟
三
昧
的
な
も
の
が
見
ら
れ

る
。無
量
壽
経
で
は
、第
十
八
願
と
三
輩
総
説
と
が
封
鷹
し
て
、
願
の
(
A
)

が

「
至
心
信
樂
欲
レ
生
ニ我
國
一乃
至
十
念
」
、
三
輩
の
(
A
)
が

「聞
ニ
其

名
號
一
信
心
歓
喜
乃
至

三
念
至
心
同
向
願
レ
生
ニ
彼
國
一」
と
あ

つ
て
、

般
舟
三
昧
と
浄
土
数

(
色

井
)
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般
舟
三
昧

と
浄
土
敏

(
色

井
)

(
B
)
(
C
)
は
敏
。

第

十

九
願

と

上
輩

と

が
封

鷹

し

て
左

の
通

り
、

(
A
)

〔願

〕
崎
至

心
獲
願
欲
レ
生
ニ
我
國
一
。〔輩
〕
11

三
向
專
念
ニ
無
量
壽
佛

一願

レ
生
二彼
國
幻

(
C
)

〔願
〕
崎
與
二
大
衆

一園
続
現
ニ
其
人
前
。

〔輩
〕
11
無
量
壽
佛

與
二
諸

大

衆

一現

二其
人
前
一
。

(
B
)

〔願
〕
崎
ナ
シ

〔輩
〕
崎
欲
下
於
二
今
世

一見
中
無
量
壽
佛
、

鷹
下
獲

ニ
無
上

菩
提

心
一修
コ
行
功
徳

一願
占
生
ニ
彼
國
一
。

第

二
十

願

と

中
輩

と

が
封

鷹

し

て
左

表

の
通

り
。

(
A
)

〔願
〕
崎
聞
二
我
名
號

一係
ニ
念
我
國

一至
心
同
向
欲
レ
生
ニ
我
國
一
。〔輩
〕
11

一
向
專
念
二
無
量
壽
佛

一願
レ
生
二
彼
國
一
。

(
C
)

〔願
〕
1ー
ナ
シ

〔輩
〕
崎
無
量
壽
佛
化
コ
現
其
身

一與
二諸

大
衆

一現

二其

人
前
紬

と
あ

り

,

下
輩

で

は

封
鷹

の
因

願

な

く
、

(
A
)

が

二

向

專

レ
意

乃

至

十

念

念

二
無

量

壽

佛

一願

レ
生

二
彼

國

↓

乃

至

一
念
念

二
於
彼

佛

一
以

二
至

誠

心

一願

レ
生

二
彼

國

一L
、
(
B
)

が

「
夢

見

ニ
彼

佛

こ

と
す

る

の
が

自

然

な

理

解

で

あ

ろ
う
。

來

迎

に
關

し

て
因

願

文

・
三
輩

文

共

に
、

現

其

人

前

と
般

舟

三
昧

的

表

現

で
あ

る
。

三
心
常

念

に

つ
い

て
願

文

は
、

依

然

欲

生

の
常

念

で
あ

る

が
、

三
輩

文

で

は

一
心
專

念

無

量

壽

佛

と

三

輩

共

に

佛

の
專

念

を

と
り

あ

げ

て

い
る
。

更

に
今

世

見

佛

を

夢

中

の
見
佛

に

期

待

せ
ず
、

見

佛

の
方

法

を

願

生

に
求

め

て

い

る
。

こ

の
鮎

こ

の
経

で

は

佛

の
專

念

に

よ

つ

て
佛

の
現

其

人

前

を

求

め

る

と

い
う

般

舟

三
昧

の
姿

が

見

ら

れ

る
。

如
來
會
と
梵
本
と
は
共
に
壽
経
と
同
じ
傾
向
に
あ
る
。
の
み
な
ら
ず

古
形
大
経
で
は

三
般
的
な
諸
行
作
善
が
圭
た
る
行
法
で
あ
り
、
壽
経
に

お
い
て
も

三
向
專
念
を
と
り
あ
げ
な
が
ら
な
お
諸
行
作
善
が
大
き
な
幅

を
占
め
て
い
た
も
の
が
、
如
來
會

・
梵
本
に
至

つ
て
、
善
口根
同
向
を
要

請
し
て
は
い
る
が
、
專
念
無
量
壽
佛
が
圭
た
る
も
の
と
な

つ
て
い
る
。

又
荘
嚴
経
は
、
因
願
文
に
も
成
就
文
の
三
種
往
生
に
も
内
容
上
の
攣
質

が
あ
る
の
で
、
こ
の
問
題
に
關
し
て
は
除
外
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

そ
の
往
生
願
文
で
は

「
念
ニ吾
名
號
一議
レ
志
誠
レ
心
堅
固
不
退
」
と
念
名

號
の
形
の

三
心
專
念
を
以
て
唯

一
の
も
の
と
し
て
い
る
の
を
見
の
が
し

て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
新
形
大
経
に
は
、
往
生
因
行
と
し

て
廣

い
幅
を
占
め
て
い
た
諸
善
万
行
に
代

つ
て
、

一
心
專
念
が
漸
次
そ

の
地
歩
を
占
め
る
に
至
つ
た
こ
と
を
示
し
、

こ
こ
に
般
舟
三
昧
思
想
の

影
響
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

古
い
大
経
に
は
般
舟
三
昧
の
色
が
な
い
。
古
い
般
舟
三
昧
経
は
阿
彌

陀
佛
経
典
の
存
在
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
事
實
か
ら
、
最
古
の

阿
彌
陀
佛
経
典
は
般
舟
三
昧
経
と
は
關
係
な

し
に
成
立
し
、
般
舟
三
昧

経
は
阿
彌
陀
佛
経
典
を

三
資
料
と
し
た
、
と
い
う
成
立
事
情
を
推
測
し

得
る
。
而
し
て
古
い
大
経
の
般
舟
三
昧
受
容

の
素
地
が
手
引
と
な
つ
て

そ
れ
が
取
入
れ
ら
れ
、

一
心
專
念
阿
彌
陀
佛
を
以
て
圭
た
る
往
生
因
行

と
す
る
新
形
大
経
猫
特
の
念
佛
思
想
と
な
つ
た
、

と
考
え
ら
れ
る
。
又

般
舟
三
昧
経
で
は
各
種
異
本
の
出
現
が
あ
り
、

一
巻
本
に
既
に
見
ら
れ

る

一
切
唯
心
的
な
基
礎
理
念
、
こ
れ
は
行
品

の
鏡
と
影
像
の
響
喩
で
以
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て
示

さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
に
基
づ
い
て
三
巻
本
以
下
で
般
若
室

観
を
背
後
思
想
に
も
ち
き
た
つ
た
と
い
う
獲
展
は
あ
る
が
、
般
舟
三
昧

自
髄

に
つ
い
て
の
進
展
は
各
異
本
の
上
に
は
見
ら
れ
な
い
。
然
し
龍
樹

が
し
ば
し
ば
般
舟
三
昧
経
を
引
用
し
て
い
る
が
、
そ
の
扱

い
方
の
中
に

(
5
)

そ
れ

の
進
展
が
見
出
さ
れ
る
。
印
ち
龍
樹
は
般
舟
三
味
を
念
佛
三
昧
と

稻
し
、
三
十
二
相
八
十
種
好
を
以
て
す
る
色
身
の
念
観
、

四
十
不
共
法

等
佛

の
功
徳
を
以
て
す
る
法
身
の
念
観
、
あ
る
い
は
實
相
を
以
て
す
る

念
観
、
佛
の
十
號
を
以
て
す
る
念
観
を
示
し
て
い
る
。

こ
れ
は
佛
の

一

心
專
念
を
具
髄
的
か
つ
方
法
的
に
説
示
し
た
も
の
で
、

こ
の
場
合
、
佛

と
の
封
面
と
い
う
受
動
的
な
般
舟
三
昧
が
、
佛
の
念
観
と
い
う
能
動
的

な
念
佛
三
昧
に
獲
展
し
て
い
る
の
が
知
ら
れ
る
。

名
稽
は
般
舟
三
昧
と
な
つ
て
は
い
な
い
が
、
龍
樹
の
般
舟
三
味
観
を

通
し
て
見
る
時
、
そ
の
能
動
的
な
念
佛
三
昧
、
あ
る
い
は
方
法
的
な
念

観
を
圭
題
と
す
る
故
に
、
同

一
系
統
に
厩
す
る
と
な
し
得
る
経
典
が
あ

る
。

菩
薩
念
佛
三
昧
経
と
観
佛
三
昧
海
経
と
が
こ
れ
で
あ
る
。
何
れ
も

佛
滅
後
の
弟
子
が
ま
の
あ
た
り
佛
を
見
る
た
め
の
三
昧
的
方
法
を
説

い

た
経
典
で
、
般
舟
三
昧
経
と
同

三
性
格
で
あ
る
。
前
者
で
は
滅
後
の
菩

薩
の
自
利
利
他
行
と
し
て
般
若
室
観
に
立
脚
し
た
三
昧
行
を
説
き
、
後

者
で
は
滅
後
の
凡
夫
の
爲
に
、
観
佛
の
方
法
と
し
て
佛
の
色
身

・
功
徳

の
観
想
を
詳
細
に
説
き
、
思
想
的
に
は
、
如
來
藏
思
想
が
前
提
と
な
り

一
切
唯
心
的
な
考
え
を
強
く
打
出
し
て
い
る
。
又
莫
然
と
し
た
諸
佛
で

な
く
、
後
牛
で
過
去
七
佛
、
現
在
の
十
方
十
佛
の
念
観
を
読
き
、
前
牛

で
は
佛

三
般
を
扱
い
な
が
ら
、
そ
れ
が
繹
迦
牟
尼
佛
の
観
想
に
志
向
し

て
い
る
こ
と
が
容
易
に
観
取
さ
れ
る
。
の
み
な
ら
ず
こ
の
経
の
説
相
に

は
、
観
無
量
壽
経
と
共
通
の
も
の
が
諸
所
に
見
出
さ
れ
る
。

観
経
は
そ
の
第
九
観
に

「
見
こ此
(事
一
者
印
見
二
十
方

一
切
諸
佛
一
以

レ見
二諸
佛

一故
名
二念
佛
三
昧
一」
と
あ
る
こ
と
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、

や
は
り
般
舟
三
昧
の
系
統
に
囑
す
る
。
観
佛

三
昧
経
の
諸
佛
か
ら
繹
迦

牟
尼
佛

へ
の
集
約
を
、
阿
彌
陀
佛
に
轄
換
す
る
時
、
観
経
へ
の
到
達
を

無
理
な
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
詳
細
な
跡
づ
け
を
未
だ
果

し
て
お
ろ
ず
、

こ
れ
は
軍
な
る
見
通
し
に
す

ぎ
な
い
が
、
若
し
然
り
と

す
れ
ば
、
大
経

・
小
経

・,観
経
に
實
践
の
方
法
と
し
て
、
般
舟
三
味
が

大
き
な
地
歩
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
實
誰
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し

て
こ
の
こ
と
は
、
盧
山
恵
遠
繹
師
の
結
肚
念
佛
、
天
台
大
師
の
常
行
三

昧
の
念
佛
は
勿
論
の
こ
と
、
本
願
念
佛

の
始
租
善
導
和
尚
に
も
、
叡
山

念
佛
の
大
成
者
恵
心
僧
都
に
も
、
般
舟
三
昧
的
な
も
の
が
多
分
に
見
ら

れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
の
意
味
を
、
原
始
浄
土
敏
の
観
鮎
か
ら

解
明
し
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
。

1

望
月
博
士
「
浮
土
教
の
起
源
及
獲
達
」
三
一
二
頁
。

2

天
台
學
報
第
五
號
、
叡
山
學
報
第
二
十
二
號
所
載
の
、
阿
彌
陀
経
の
成

立
に
關
す
る
拙
稿
参
照
。

3

こ
の
問
題
に
つ
い
て
職
前
、
高
田
學
報

・
哲
學
研
究
誌
上
で
論
じ
た
こ

と
が
あ
り
、
今
日
で
は
訂
正
す
べ
き
黙
も
あ
る
が
、結
論
に
攣
り
は
な
い
。

4

池
本
教
授

「
大
無
量
壽
経
の
敬
理
史
的
研
究
」
、薗
田
敬
授

「
無
量
壽

経
諸
異
本
の
研
究
」
。

5

「十
佳
毘
婆
沙
論
」
念
佛
品
第
二
十

助
念
佛
三
味
品
第
二
十
五
。

ノ般
舟
三
昧

と
浮
土
敏

(
色

井
)
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